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兵庫県のナガハナノミ･ヒラタドロムシ
(兵庫県甲虫相資料・ 159)

橋寿郎高

定を御願いした中條道夫博士，久松定成氏に厚く御礼

申しあげる。

日本産のナガハナノミ科(Ptilodactylidae)につい

ては戦前、中根猛彦博士が恥日本産長花蚤科甲虫類に

就いて〃 （宝塚昆虫館報, NQ45, 1948)なる解説文を書

かれ戦後になって再び日本産の解説を発表になられた

(Sci&Rep.SaikyoUniv・ NQ1 :35-41, 1952.,新昆

虫， 9巻， 2号， 1956)｡そして1963年には原色で9属18

種を図説された（原色日本昆虫大図鑑, II巻,甲虫篇)。

その他に宮武睦夫氏の研究（宝塚昆虫館報,NQ56,1949)

があったがほとんどが中根博士の研究があるだけであ

る (1963,1977) (Kiesenwetter,H.,1874.,Lewis,G.,

1895の2論文も忘れられないものである)｡佐藤正孝氏

も研究を発表しておられる（1968)。

一番新しい日本産のこの類の綜説と言うのはないよ

うであるが佐藤正孝氏力ざ発表になった日本産のナガハ

ナノミ科目録（1983）では9属， 22種， 9亜種が記録

されている。

ヒラタドロムシ科(Psephenidae)の方の日本産に就

いての綜説の方も今の所無いようである。た霊前記中

根博士の1948, 1952年の論文の中でEubrianax属の

ものは解説されているし(Lewisの報文にもこの属は

出てくる)， こちらの方は佐藤正孝氏によって生態を

主体にその全体を概説された報文（インセクタリュウ

ム9巻， 5号， 1972） と日本産の目録が発表されてい

る（日本産甲虫目録, NQ6,1976)｡これによると日本産

は3属11種3亜種と言うことになる。図説は中根博士
によって8種が原色によってされている(1963兆

両科の同定に就いては上記の文献類によればまづ出

来るものと考えられる。生態に就いては個々の種に就

いての詳しい報告は無いように思われるが中根博士は

外国での記録を中心にその生態に就いての解説をされ

ているし(1948)，佐藤氏も水棲のもの、生態の一部を

解説しておられる(1972兆この方面は今後の課題であ

ろう。

さて兵庫県下のこの類はどうなのか。残念ながら今

迄これらの両科に就いて兵庫県での分布などに就いて

の報告は見当らないようである(部分的な記録はある力叡兆

資料が大変少いが現時点での県下の記録をまとめて

おき度いと思う。

末文ながら本報文を作製するに当って一部の種の同

Family Ptilodactylidae ナガハナノミ科

1．印i"c加s"qbe"qfus (Kiesenwe廿er,1874)

エダヒゲナガハナノミ

KiesenwetterによってOciZjossUz属でKiushiu,

Niponを産地に記載された種である(Berl.Ent.

Zeitschr.,Xm, 1874, p.242)｡ Lewisは助j此加s属

の種で記録されると同時に、Nagasaki(verycomm-

onintheflowersofthedogrose),Naraand

Kobe〃を産地に挙げられている(Ann.Mag.Nat.

Hist.,6,Xm, 1895, p.100)。

日本の本州，四国，九州に分布している比較的多く

いる種と言われている。奄美大島にはsubsp.α"､α""‐

""sNakane,1952,青森県にsubsp.加"た"ewsisNak-

ane,1952がいる。

頭・前胸が赤褐・腹面が黄褐色となり上翅だけ黒い

型をvar.""6伽"fsNakane(Sci.Rep.SaikyoUniv.,

NQ1, p.35, 1952)と言うが兵庫県下ではこの変種がほ

とんどの様である。 もっと個体数を集めて見なくては

わからないが南側の海岸線ぞいでは全く見られなく、

山間部の流れのある所にいるようである。図説は中根

博士のものがある（日本昆虫図鑑, 1950.,原色日本昆

虫大図鑑, 11,甲虫篇, 1963)。

産地：川辺郡猪名川町槻並〔仲田， 1978, 1982〕：

川西市笹部〔仲田， 1978, 1982〕･西宮市甲東園，三田

市内〔戸沢, 1936)｡ Kobe[Lewis,1895)･神戸市六

甲山(1ex.,4－Ⅵ-1966),芦谷渓谷(1ex., 5－Ⅵ-

1982)b多可郡鳥羽(1ex.,19-Ⅶ-1975)。神崎郡笠形

山(1ex.,12-Ⅶ-1975)。氷上郡〔山本, 1958]・ 美

方郡扇ノ山〔辻， 1963.,辻，岸田， 1952，高橋,1975〕o

var. 7'z"Co"isNakane,1952

産地：多可郡鳥羽(1ex., 5－Ⅶ-1975)。神崎郡笠形

山(1ex.,12-Ⅵ-1966),大河内町川上(1ex.,18－Ⅵ－

*産地で〔 〕の中のものは記録からの引用， （ ）の中

のものは筆者採集，標本所有のもの。
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1977, 4exs., 2－Ⅶ-1977, 1ex.,23－Ⅶ-1977)｡相生

市三濃山(1ex., 8－Ⅵ-1974)。宍粟郡福知渓谷(1ex.,

20-Ⅵ-1976)，音水(1ex., 25－Ⅵ-1972, 2exs., 24

－Ⅵ-1973)｡養父郡氷の山(1ex.,27－Ⅶ-1954)｡

Lewisによって、NikkoandMiyanoshita.Three

malesandonefemale"によってEpilichas属で記載

された(1895兆

濃褐色で光沢のある小形種である。

図説は中根博士によってされている(1950, 19631

日本の北海道，本州，四国，九州に産する種である。

山地の流れの近くに見られる種であり時に燈火にも飛

来する。兵庫県下での記録は大変少い。

産地：宍粟郡音水(1ex.,24－Ⅵ-1973)｡養父郡氷ノ

山(1ex.,21-Ⅶ-1958, S.Hisamatsudet.)[高橋，

1976〕。

2．印"ichosmonficolqbrunne"ennisNaKane,

1963 クロツヤヒゲナガハナノミ

原亜種E.monticolaは中根博士によって、Kiso-

Fukushima, IwanadomenearKamikochi,Yunoy-

amalse,Serio,Mt,Hiura,BesshonearKyoto,

Shima〃の各地産で記載された種である(1952)。

この亜種は上翅が褐色を呈するもので同じく中根博

士によって蝋Mt.Hyonosen,Hyogo,Oku-Mino,

Mt.DaihiKyoto〃産で記載された(Fragm.Coleop.
Pars.10,p.42, 1963)｡

図説は中根博士のものがある （1963)。

兵庫県下での記録は次のものを知るだけで余り分布

状況がよくわからない。

産地：養父郡氷ノ山〔中根， 1953, 1956, 1963〕・美

方郡扇の山〔辻,1963.,辻,岸田,1972，高橋,1975〕。

&Pseud◎叩i"chusrobusfior Nakane,1963

オオクリイロヒゲナガハナノミ

本種は中根博士によって、Daihizan,Serio,Kuram-

a,Hanase-Kyoto〃の産地で記載された種である

(Fragm.Coleop.Pars.10/11,p.42-43,1963)。同博士

によって図説されている。

兵庫県下での記録は次のものがあるだけである。

産地：宍粟郡音水(1¥,11－Ⅵ-1972, S.Hisamatu

det.,inhiscoll.)｡

3Pqrq"chqspecfinqfus (Kiesenwe廿er,1874)

ヒゲナガハナノミ

本種もKiesenwetterがO"ひ"加"〕沈属で蝋Hiogo,

Nipon〃を産地に記載された種である(1974)｡Lewis

はParalichas属の種に取扱われると共に蝋Nagasaki,

Miyanoshita,Kobe,andNikko〃 を産地に挙げられ

た(1895)｡図説は中根博士のもの力罫ある(1950, 1963)。

日本の本州，四国，九州に分布し、主として水辺に

産する種である。兵庫県下でも比較的多いが県北での

産地が余り知られていない。

産地：津名郡〔林,1974〕・川西市笹部〔仲田,1978,19

82〕，宝塚市北佐曽利(1ex.,13-V-1983,YHachiya-

leg.)｡Hiogo(Kiesenwetter,1933)｡Kobe(Lewis,1895

〕，神戸市御影〔関,1933〕，烏原(1ex.,7-V-1953,1e

x.,24-V-1953),山の街(1ex.,30-V-1954, 1ex.,

23-Ⅸ-1954)，丹生山(6exs., 5-V-1956),藍那(4

exs.,22-V-1978, 1ex., 18-V-1980),木津(33,

1早,11-V-1984, 2c7, 1早, 30-V-1984)｡加東郡

東条町森(11cm,18-V-1984, 1f, 7－Ⅵ-1984)｡神

崎郡大河内町川上(1ex.,7-V-1977)b飾磨郡家島〔上

田， 1981〕･氷上郡〔山本， 1958〕・養父郡氷の山〔高橋，
1959〕。

dDr叩eusviff"ennis Lewis, 1895

タテスジヒゲナガハナノミ

Lewisにより 、Kashiwagi,15thJunel881,Three

males〃で記載された種である(1895)｡

中根博士によって原色で図説されている(1963)。

北海道，本州，四国，九州に分布している種である

が余り多くいる種ではないようである。兵庫県下から

も次のようにしか記録出来ていない。

産地：養父郡氷の山(1ex.,21－Ⅷ-1958,M.C加・

jo.det.)。

ZPf"◎dqcfyldrqmeqLewis, 1875

コヒゲナガハナノミ

Lewisにより 、Nagasaki,Fukushima,Oiwake

andNara・Beatenfromthedeadbranchesoftre-

es〃の産地で記載された種である(1895)｡中根博士に

よる解説(1956)，図説(1963)されている。本州,四国，

九州に分布し山地で得られ灯火に飛来することが多い

と。

兵庫県下では割合いるように思われる。

産地：川西市山原，笹部〔仲田， 1978, 1982〕・神戸

市布引(1ex.,17-V-1959),太山寺(2exs., 6-V-

1967)｡神崎郡大河内町川上(1ex., 4－Ⅵ-1977)。相生

市三濃山(lex., 1－Ⅵ-1974)｡宍粟郡福知渓谷(1ex.,

4Pseudoepilic加sniponicus(Lewis, 1895)

クリイロヒゲナガハナノミ
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20-Ⅵ-1976)｡氷上郡〔山本， 1958〕･豊岡市妙楽寺〔高

橋， 1975〕･養父郡大屋町田淵山(1ex., 25－Ⅷ-1975,

M.Uma leg・兆

63）にも図説されている。

日本の本州，四国，九州に産し，幼虫は水棲で板状。

5～6月頃河辺に見られる種である。兵庫県下では余

り記録がない。

産地：川西市笹部〔仲田， 1978,1982〕･多可郡鳥羽

(1ex.,8-V-1976)｡美方郡扇ノ山〔辻,.1963.,辻，岸

田， 1972〕。

&Mqcroeubriolewisi_Nakane, 1952

チビマルヒゲナガハナノミ

中根博士によってJ.E.A.Lewisが神戸の摩耶山で

採集した1ダ(15-Ⅶ-1921)とその他に13,Aizu-

Wakamatsu.,1早,Yakushima産でもって記載され

た種である(Sci.Rep.SaikyoUmiv.,No.1:37-38,

1952)｡同時に同博士による原色図説がある(1963L

兵庫県下での記録は今の所このタイプ標本以外知ら

れていない。

産地：神戸市摩耶山〔1忽， 15－Ⅶ-1921, J.E.A.

Lewisleg.,Nakane,1952]｡

2･EUbriqnqxpe"uci改鱈 Lewis,1895

ヒメヒラタドロムシ

‘本種もLewisにより 職Fukushima,26thJuly,1881,

Twoexamples,both.males〃として記載された種で

ある(1895)b中根博士によって図説されている （1948,

1963)。

前種に良く似た種であるが前胸は背面中央に太い暗

色縦帯を残して燈黄色。鯛角,脚は濃褐色で腿節大部

分淡色である。手は大形。分布は本州，四国。

山地の水流近くでえられると言うが県下での記録は

余り無い。

産地：神戸市五社(5exs.,28－Ⅵ-1959兆養父郡

氷の山(1ex.,2－Ⅷ-1953, 3exs,27－Ⅶ-1956)。

QGrqmmeubridopqcq Kiesenwe廿er,1874

チビヒゲナガハナノミ

Kiesenwetterによって長崎産で記載された(1874)。

中根博士は新宮産で図説され(1948)， さらに同博士に

よる図説、解説がある(1950, 1956, 1963)。分布は本

州，四国，九州で割合いるようである。水辺の葉上等

にみられる。

兵庫県下でも個体数は多くなさそうだが広く分布し

ているように思われる｡

産地：川西市山原，笹部〔仲田， 1978, 1982〕･神戸

市布引(1ex.,17-V-1959),太山寺(2exs., 6-V-19

67)，芦谷渓谷(1ex.,11－Ⅵ-1982)。神崎郡大河内町

川上(1ex., 4－Ⅵ-1977)。相生市三濃山(1ex., 1－Ⅵ

-1974)｡宍粟郡福知渓谷(1ex.,20－Ⅵ-1976)｡氷上郡

〔山本， 1958〕・豊岡市妙楽寺〔高橋， 1975〕・養父郡大

屋町田淵山(1ex., 5－Ⅷ-1975,M.Umaleg.)。

3． EubridnqxromicornisKiesenwe廿er,1874

マルヒラタドロムシ

KiesenwetterによってNagasaki,Kiushiuを産地

に記載された種である(Berl.Ent.Zeit.,18,p.247,

1874)。

図説は中根博士の原色のものがある(1963)｡granico-

llisに似るが脚は黄褐色、前胸背前縁は弧状をなし、

点刻は細かくて密ではなく、3の鯛角分枝はより長い。

本州，四国，九州に分布し、本州東北部のものは鯛角

が濃黄褐色を呈しsubsp､6γz"z"g伽γ"jSNakane(Sci.

Rep.SaikyoUniv.,1,p､40, 1952) と別けられている。

兵庫県下では本種の方がgraicollisより多くいるよ

うである。

産地：川西市笹部〔仲田， 1978, 1982〕。神戸市太山

寺(2exs., 6-V-1957)｡多可郡三谷(1ex.,24-V-

1975, 4exs., 8－Ⅶ-1975)｡印南郡法華山一乗寺(1

ex.,23-V-1965)｡氷上郡〔山本, 1958)・養父郡氷の

山〔高橋， 1959〕。

FamilyPsephenidaeヒラタドロムシ科

1． EUbriqnoxgrqnic。"is Lewis,1895

クシヒゲマルヒラタドロムシ

Lewisにより 蝋NagasakiandSubashiri.Eightex-

amples.〃として図入りで記載された種である (Ann.

Mag.Nat・Hist.,vi,16,p.104, pl.6,fig.2, 1895)。 三

輪勇四郎博士が図示され（日本甲虫分類学, p.133,

1938)，中根博士も図示されている(宝塚昆虫館報No.

45, p.13-14, 1948。尚この中でE. 7nwz加〃魔とし

て図説されたのもこの種のことである，中根， 1952)。

さらに日本昆虫図鑑(p.1108, f.3176, 1950), 原色

日本昆虫大図鑑, II,甲虫篇(pl.72,:f.8,p.143, 19

4．MqfqeosephenusiqponiCus(Matsumura,1916)

ヒラタドロムシ

松村松年博士によってGifu,Kyoto産で馳彪伽is属

の種として記載された種(Ins.World,20,p.5, 1916)。

河野広道博士の図説（日本昆虫図鑑, p.1106, f. 31
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